
2021年 6月 11日 

各 位 

株式会社 関西みらい銀行 

「びわこビル」における再生可能エネルギー由来の電力への切替えについて 

関西みらいフィナンシャルグループの関西みらい銀行（社長 菅 哲哉）は、6 月より、「びわこビル」

で使用する電力に、関西電力株式会社の「再エネ ECOプラン プレミアム」を導入いたします。   

これにより「びわこビル」で使用する電力の全量が、再生可能エネルギー由来の CO2 を排出しない

水力発電の電気※1に切り替わります。年間約 146 トンの CO2排出量の削減を見込み、これは杉の木

約 10,000本が 1年間に吸収する CO2※2に相当します。 

今後も、関西みらいフィナンシャルグループは、本業を通じ地域経済の活性化に努めるとともに、社

会全体の環境負荷低減に積極的に取り組み、多くの皆さまとともに持続的成長と環境・社会課題の解

決の両立を推進してまいります。 

【対象物件】 

名 称 関西みらい銀行 びわこビル 

所 在 地 滋賀県大津市中央四丁目 5番 12号 

CO２排出削減量※3

（見込み） 
▲146ｔ-CO2／年

※1 「地球温暖化対策の推進に関する法律」（温対法）の「温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度」におい

て、使用する電気の全部または一部を、CO2排出計数をゼロとして、CO2排出量（調整後）を算定すること

ができます。 

※2 杉の木は年間約 14kg-CO2/本の CO2を吸収（出典：環境省/林野庁）

※3 関西電力の 2019 年度調整後排出係数<https://www.kepco.co.jp/corporate/notice/20210120_1.html>に

より算定

【関西みらい銀行 びわこビル】

以 上 

https://www.kepco.co.jp/corporate/notice/20210120_1.html


 

参考 
 

関西みらいフィナンシャルグループは、2030 年の SDGs 達成に向け、「2030年 SDGs達成に

向けたコミットメント（関西みらい Sustainability Challenge 2030）」を公表し、「地域」「少

子高齢化」「環境」「人権」に関し、様々な取り組みを実施しております。 

 

【2030年 SDGs達成に向けたコミットメント（関西みらい Sustainability Challenge 2030）】 

  

 

 


